
広島湾の水産資源を代表するクロダイ。しかし、その産卵生態は謎に
満ちています。本研究は広島湾をフィールドとして、クロダイが産ん
だ浮性卵を約１５万粒採集することに成功しました。それらの浮性卵
を情報源として、クロダイの産卵期間、産卵場、産卵時間を明らかに
しました。また、カキ筏や温暖化などがクロダイの産卵生態に及ぼす
影響について考察しました。 

本発表会は生物圏科学研究科および統合生命科学研究科
（2019年度入学生を除く）の共同セミナーの対象となります。 
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